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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
今
冬
の
大
雪
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
一
月
三
十
一
日
現
在
で
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
今
冬
の
雪
に
よ
る
人
的
被
害
は
、
死
者
八
十
一
名
、

負
傷
者
九
百
七
十
一
名
で
あ
り
、
物
的
被
害
は
、
住
家
に
つ
い
て
百
八
十
八
棟
、
非
住
家
に
つ
い
て
百
九
十
八
棟
等
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
一
月
三
十
一
日
現
在
で
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
雪
害
に
対
す
る
対
策
会
議
等
を
今
冬
に
開
催
し
た

地
方
公
共
団
体
の
数
は
、
都
道
府
県
に
つ
い
て
は
二
十
三
団
体
、
市
区
町
村
に
つ
い
て
は
三
百
四
団
体
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
平
成
二
十
三
年
二
月
一
日
に
「
大
雪
等
及
び
新
燃
岳
噴
火
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
」
を
開
催
し
、
今

後
、
必
要
に
応
じ
て
、
地
方
公
共
団
体
の
道
路
除
雪
費
に
対
す
る
追
加
支
援
等
の
検
討
や
特
別
交
付
税
に
よ
る
地
方
公
共
団

体
へ
の
支
援
等
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
に
公
表
さ
れ
た
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
第
四
次
評
価
報
告
書
」
に
お
い
て
は
、
二
十
世
紀
末

一



と
比
較
し
た
二
十
一
世
紀
末
の
世
界
の
気
候
の
変
化
に
つ
い
て
、
将
来
の
社
会
経
済
の
発
展
方
向
の
想
定
に
応
じ
た
異
な
る

六
つ
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
シ
ナ
リ
オ
の
下
、
平
均
気
温
は
一
・
八
度
か
ら
四
・
〇
度
ま
で
上
昇
し
、
降
水
量
は
、
高
緯
度

域
で
は
増
加
す
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
一
方
で
、
ほ
と
ん
ど
の
亜
熱
帯
域
で
は
減
少
す
る
可
能
性
が
高
い
と
の
予
測
が
示

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
、
気
象
庁
及
び
環
境
省
が
平
成
二
十
一
年
十
月
九
日
に
公
表
し
た
「
日
本
の
気
候
変
動
と
そ
の
影
響

」
に
お
い
て
は
、
二
十
世
紀
末
と
比
較
し
た
二
十
一
世
紀
末
の
我
が
国
の
気
候
の
変
化
に
つ
い
て
、
将
来
の
社
会
経
済
の
発

展
方
向
の
想
定
に
応
じ
た
異
な
る
三
つ
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
シ
ナ
リ
オ
の
下
、
平
均
気
温
は
二
・
一
度
か
ら
四
・
〇
度
ま

で
上
昇
し
、
年
平
均
降
水
量
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
増
加
し
、
降
雪
量
は
北
海
道
を
除
く
地
域
で
減
少
す
る
と
の
予
測
が
示

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
気
候
の
変
化
に
伴
う
影
響
の
例
と
し
て
、
洪
水
氾
濫
面
積
の
増
加
、
土
砂
災
害
の
増
加
、
高
潮

浸
水
面
積
の
増
加
、
砂
浜
の
喪
失
、
ブ
ナ
林
の
適
域
の
減
少
、
コ
メ
収
量
の
変
化
、
熱
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
死
亡
リ
ス
ク
の
増

加
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

二


